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安田不動産株式会社（所在地：東京都千代田区、代表取締役社長：安田 守、以下「安田不動産」）は、同

社が運営する新虎安田ビル（※１）において、施設利用者の利便性向上及び建物管理の効率化を目的に導入した、

清水建設株式会社（所在地：東京都中央区、代表取締役社長：井上 和幸、以下「清水建設」）が提供する建

物 OS「DX-Core」（※２）を利用し、スマートビルとしての運営を開始します。 

また、scheme verge 株式会社（所在地：東京都文京区、代表取締役 CEO：嶂南 達貴、以下「scheme 

verge」）の人流解析・マネジメントプラットフォーム「Horai」（※３）を DX-Core と連携させ、賑わい創出を目指した

実証実験を三社共同で実施します。 

 

■新虎安田ビルにおける DX サービスの提供 

①専用ポータルサイトの開設 

施設利用者とビル管理者が容易に連携できるよう、館内のお知らせ情報の閲覧や各種申請、テナント内の空調・照

明・ブラインド操作を行うポータルサイトを開設予定です。今後、利用者の要望に応じて機能を拡充します。 

 

新虎安田ビルにてスマートビル運営 

・地域連携DX実証実験を開始 

 



②DX/IoT を活用したきめ細やかなサービス 

トイレや喫煙室の混雑状況表示、人の動きをカメラで自動検知する ELV の自動呼び出しなどを実施し、日常的なビ

ル利用の自動化・見える化を図ります。DX-Core を介して様々な設備・機器やアプリケーションと連携し、ビル運営の生

産性向上や利用者の利便性向上を目指します。 

 

 

 

■人流データを活用した賑わい創出実証実験 

①実証実験を行う背景 

コロナ禍を経てリモートワークが浸透する中、オフィスへの出社によるコミュニケーションの活性化を望む企業が多くみられ

ます。そのような中、建物所有者側としても、オフィスへ出社をして頂くきっかけ作りとして、ビル内や近隣の店舗利用を促

進し、ビル内の活性化を図りたいと考える一方、従来は定量的な施策検討や効果の検証を行うことは困難でした。本

実証実験は、スマートビルと周辺地域の人流等を可視化・分析し、データに基づいた施策を打ち出すことで、テナント満

足度の向上、商業施設の利用促進、地域活性化等を達成することを目標としています。 

また、将来的には、施設用途を問わず、スマート化された建物を核として周辺地域とのデータに基づいた施策連携によ

り賑わいを創出し、地方創生にも寄与する高付加価値なサービスの提供を目指したいと考えています。 

 

②実証実験の内容 

新虎安田ビル及び周辺地域において、DX-Core と Horai を連携させ、ビル内外の人流データを取得・解析し、その

結果を DX-Core アプリ及び Horai アプリ経由でリアルタイム提供します。具体的な取組みとしては、施設利用者にデジ

タルスタンプカードやクーポンサービスを提供し、周辺地域での消費を促進するのと同時に、オフィステナント向けのチームビ

ルディングイベントを開催し、出社意義を高めるような施策を検討しています。また、これらの施策を通じて得られるデータ

を活用し、サービス改善の PDCA を繰り返して効果的な方法を模索していくことを想定しています。 

なお、この実証実験は、NEDO（国立研究開発法人新エネルギー・産業技術総合開発機構）の助成事業「産業

DX のためのデジタルインフラ整備事業／人・ロボット・システムを有機的に結合するスマートビル基盤に関する研究開発」



において、清水建設及び scheme verge が応募し、採択された「人の行動履歴等、人流データ活用によるスマートビ

ルを中心とした賑わい創出および地域の活動意欲活性化検証事業」の一環として推進します。 

 

（※１）本物件は、東京の新たなシンボルストリートである「新虎通り」と「赤レンガ通り」の交差点に位置する、賃貸オ

フィスを中心とした複合施設（事務所・物販店舗・貸し会議室等）です。詳細は https://www.yasuda-

re.co.jp/news/pdf/20240426.pdf をご覧ください。 

 

（※２）建物 OS「DX-Core」とは、建物とデジタルを融合させ各種設備機器同士の連携を可能にすることで新しいサ

ー ビ ス を 生 み 出 す 、 清 水 建 設 が 開 発 し た 建 物 の 次 世 代 デ ジ タ ル プ ラ ッ ト フ ォ ー ム で す 。 詳 細 は

https://www.shimz.co.jp/engineering/solution/dxcore.html をご覧ください。 

 

（※３）「Horai」は周遊パスや優待バウチャー（商品引換券やクーポン券など）など、人流活性化・マネジメント施策

の管理と、データ分析に基づく効果検証をワンストップでサポートする人流解析・マネジメントプラットフォームです。Horai

の提供する来街者向けアプリでは、街の利用者が魅力的な飲食店やアートなどのコンテンツを閲覧できるほか、街を一

層楽しむためのスタンプラリーやクーポンの利用、モビリティの予約決済などが可能です。また、管理画面「Horai コンソー

ル」では各種施策の結果確認のほか、在庫管理や顧客管理などまちづくりの運営側を支援する機能が揃っており、小規

模なエリア拠点の運営から、広範囲の観光エリアマネジメントまで様々なフィールドで活用することができます。詳細は

https://horai.sv/をご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 
＜リリースに関するお問い合わせ先＞ 

安田不動産株式会社 経営企画部 藤岡(ふじおか) 

TEL 03-5259-0517 FAX 03-5259-0532 

 

＜本件に関するお問い合わせ先＞ 

安田不動産株式会社 資産営業事業本部 資産営業第二部 小式山（こしきやま） 

TEL 03-5259-0519 FAX 03-5259-0533 


